
　全国的に、認知症高齢者などが徘徊して行方不明になるということが問題となっています。
認知症になると、昔から知っている慣れた道ですら分からなくなり、自宅に帰れなくなってし
まうことがあります。
　豊浦町では、認知症高齢者や障がい者が行方不明になったとき、警察だけではなく、地域の
協力団体などが捜索に協力して、速やかに行方不明者を発見保護する仕組み（認知症高齢者な
どの見守りSOSネットワーク事業）があります。
　このネットワークは、町や警察、自治会、関係団体などが連携して構築しています。

（見守りの事前登録をすすめています）
　行方不明になる可能性のある方の名前や特徴・写真などの情報をご家族やご本人の同意を
得て、地域包括支援センターにあらかじめ登録しておくことで早期発見に役立てることがで
きます。

認知症高齢者などの見守りSOSネットワーク事業

認知症高齢者などが
行方不明に！！
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協力登録者など
※令和 5 年 11 月 15 日時点 
　58 事業所の登録

（可能な範囲で協力を
  いただいています。）
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問□　地域包括支援センター　☎ 82 −3845

広報とようら　−令和 6 年 1 月号− 7


